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１．はじめに 

日本国内で最も一般的な SNS であるツイッタ

ーのユーザーは，ツイートと呼ばれる 280 文字

以内の文章を何時でも投稿することが出来る．

このため，ある期間に投稿されたツイートの内

容の全体は人々（ユーザー）のその期間の関心

事を表していると考えるられる． 

「人々が何に関心を持っているか」だけではな

く「ある物事（キーワード）に対する人々の関

心がどの出来事に影響されているいるか」を把

握することもできる．例えば，台風による「豪

雨災害」の直後に「防災グッズ」というキーワ

ードを含むツイートやリツイートの数が増えれ

ば「豪雨災害によって人々の防災グッズへの関

心が高められた」と考えられる． 

そこで本研究では，あるキーワードを含むツ

イートとリツイートの投稿数を集計し，そこか

らキーワードに対する人々の関心がどの出来事

にどの程度影響されたかを把握するためのソフ

トウェアを開発し，実データを収集・集計した

結果を示す． 

２．Tweetデータの集計方法 

 ある出来事や事件が起きると，その後（直

後）には，その出来事や事件に関係するメッセ

ージ（ツイート）のツイッターへの投稿が増え

ると考えられる．しかし，リツイート（共感を

持ったツイートのコピーの投稿）は，元のツイ

ートをユーザーが読んだ後に投稿されるため，

元のツイートの投稿より遅れて投稿されるため，

その出来事や事件が起きてから時間が経ってか

ら投稿数が増えると考えられる．このためリツ

イート数の増減は，元のツイートが投稿された

時点に起きた出来事や事件とリツイートが投稿

された時点に起きた出来事や事件の両方に影響

されると考えることが出来るであろう． 

このような考え方を説明／把握するために，

本研究では，ツイートを「投稿された時点に生

まれて，リツイートにより延命される生命体」 

 

と考え，レクシス図[1]のアイディアを応用して

ツイートとリツイートを図１ように表す（把握

する）ことを提案する．図の中では，ツイート

を○で，そのリツイートを●で表し，斜め 45 度

の直線で結ばれた元のツイートとリツイートを

表している． 
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図１：投稿時刻・元ツイートが投稿されてから

時間を座標軸としたツイートとリツイートのプ

ロットイメージ図 

 実際のツイート・データは Python により構築

したソフトウェア用いてツイッターAPI を介して

収集し，適当な時間区分（図 2 の平行四辺形の

区分）で集計する．そして，集計されたデータ

について「投稿時刻別ツイート数」を対応する

時間帯に起きた出来事や事件の“即時効果”，

「元ツイートが投稿された時刻別のリツイート

数」を“漸次効果”，「元ツイートが投稿され

てからの経過時間別リツイート数」を“経時効

果”を表すと考える． 
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図 2：出来事や事件の「即時効果」「漸次効果」

「経時効果」のイメージ図 
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３．“今年の漢字”を含むツイートの集計結果 

 表 1 に，2020 年 12 月 25 日 6 時 0 分～15 時 35

分に“今年の漢字”というキーワードで検索・

収集したツイートとリツイートを，図 2 に示し

た方法で集計した結果を示す． 

表 1：“今年の漢字”で検索・収集し集計したツ

イートとリツイート数 
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 図 3 に“即時効果”を示す．図から，12 時台

にピークがあることが分かる．これは，この日

の午前中に岸防衛大臣が「今年の漢字」として

「異」を選んだことがお昼のニュースで報道さ

れたことが影響していると考えられる． 
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図 3：“今年の漢字”をキーワードとして検索さ

れたツイートに関する “即時効果 

 図 4 に “漸次効果”を示す．図から，11 時台

にピークがあることが分かる．これは，昼休み

中にツイッターがチェックされリツイートされ

るため，元のツイートは昼休みの直前に投稿さ

れたものが多いためであると考えられる． 

 図 5“経時効果”をグラフで表したものである．

図から，元ツイートが投稿された１時間後から，

減少が緩やかになることが分かる． 
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図 4：“今年の漢字”をキーワードとして検索さ

れたツイート関する“漸次効果” 
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図 5：“今年の漢字”をキーワードとして検索さ

れたツイートに関する経時効果 

４．議論 

本報告ではツイート数とリツイートの集計方

法の提案を行った．今後は，統計モデルを用い

て集計したデータを分析する手順について検討

を行うことを課題である． 

リツイート行動に関する研究[2]からは「過去

のリツイートの量が現在のリツイート行動の影

響する」という結論が得られている．このよう

なリツイートに関する研究結果を本研究に応用

することにより，いわゆる「炎上」や「バズ

り」といった現象と社会的な出来事の関係の分

析に発展させることが出来る可能性がある． 
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